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【目 的】

硫敢多糖であるフコイダンはワカメやコンプなどの各種褐藻頬から分離され 血液凝固阻止作用.

低コレステロール作用,抗腫蕩作用,抗潰蕩作用などの多くの生理活性が報告されている｡

沖縄県は全国一のモズクの生産地で,養殖されているモズクはオキナワモズク (ナガマツモ科 :

Cladosiphonokamuranus)とモズク (モズク科 :NemacysEusdecipieTW)の2種類であるQ
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南方資源利用技術研究会誌

我々は,これら沖縄産の養殖モズクを原料としてフコイダンを工業的に製造する技術を確立した｡

そこで今回,本技術により製造したフコイダンがヒト癌細胞株および正常ヒト末梢血リンパ球に与

える影響について検討した｡

【方 法】

塩蔵保存されているオキナワモズクおよびモズクから洗浄 ･脱水,酸性抽出,電気透析および限

外滴過を行った後,スプレードライを行うことによりフコイダンを調製した｡

活性測定には.ヒトT細胞性白血病細胞であるMolt4(8)細胞とヒトバーキットリンパ腫由来

細胞であるEB-3細胞を用い,培地は10%FBSを含むRPMI1640培地を用いた｡細胞濃度は2.5×

104cells/mlに調製した各細胞懸濁液190FLlを96wellマイクロプレートに分注した,同時に各種フ

コイダン溶液10FLlを添加後.37℃.5%CO2条件下で7日間培養した｡培養後,細胞数および生

細胞率 (トリパンブルー染色法)を測定した｡

また,全血より Fico11-paque密度勾配法で正常ヒト末梢血リンパ球を分離し,細胞濃度5×105

cells/mlに調製した細胞浮遊液190fJ=ニフコイダン溶液10〃1を添加し,5日間培養後,生細胞率

を測定した｡

【結 果】

オキナワモズクとモズクから分離したフコイダン.は,ヒトT細胞性白血病細胞 Molt4(8)と

ヒトバーキットリンパ腫由来細胞 EB-3の増殖を顕著に抑制した｡同濃度 (500FLg/ml)での活

性の比較では.Molt4(8)細胞に対してはモズク由来フコイダン,EB-3'細胞に対してはオキナ

ワモズク由来フコイダンが強い活性を示した｡

オキナワモズク由来フコイダンは腰湯細胞の増殖を濃度依存的に抑制し,Molt4(8)細胞に対

しては約1000FLg/ml,EB13細胞に対しては約250FJg/mlでそれらの増殖をはば完全に抑制した｡

また.高濃度のフコイダン添加においては細胞障害を認めた｡本活性を抗ガン剤と比較するとMol

t4(4)細胞に対してはマイトマイシンC約75mg/ml.EB-3細胞に対 してはマイトマイシンC約

long/mlに相当した｡

今回用いた腫癌細胞に対し細胞障害を引き起こした濃度において,オキナワモズク由来フコイダ

ンは正常ヒト末梢血リンパ球の生細胞率に影響を与えず,正常細胞に対する細胞毒性を示さなかっ

た｡
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